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提携支援センターから

日本絹の里に設置された「蚕糸・絹業提携支援システム」PRコーナー
～純国産絹製品の紹介と需要拡大を目指して～

平成 21年３月、群馬県立日本絹の里に
『蚕糸・絹業提携支援システム』PRコー
ナーが全国に先駆けて設置されました。
この PR コーナーは、（財）大日本蚕糸

会が蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業や純
国産絹製品を広く普及啓発するための手段
として、①蚕糸現場である群馬、②絹製品
加工現場として京都、③消費者との接点で
ある東京などに設置する構想と聞いていま
す。
私は、来館者の多い土、日、祝日を中心に、

この PR コーナーの解説業務を担当してお
りますので、本稿では、日本絹の里に設置
された PR コーナーの内容、来館者の反応

や意見などについて所感を交えて紹介させ
ていただきます。

■ PRコーナーの内容
日本絹の里に設置された PRコーナーは、

大きく分けて３つの構成になっています。
先ず、立体模型で、養蚕農家、製糸、絹

加工業者、小売業者の提携による純国産絹
製品づくりを表現。
次に、映像システムにより国産の繭・生

糸が生産される工程や絹製品の加工方法、
蚕糸・絹業提携グループの紹介や純国産絹
マーク制定などを映像と音声で分かり易く
解説しています。

群馬県立日本絹の里
　中　野　紘　子

ＰＲコーナー全景 純国産絹製品の展示
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続いて、純国産絹マークが貼付された着
物・帯・ニット製品・ストール、小物など
いろいろな純国産絹製品を展示し、来館者
にご覧いただいています。

■来館者の意見や要望
日本絹の里には、蚕糸や絹に興味を持つ

方々が来館されるので、様々な意見や要望、
時には厳しいご指摘を受けることもありま
す。『蚕糸・絹業提携支援システム』PRコ
ーナーが設置され、およそ半年が経過しま
したが、新蚕糸対策や純国産絹マーク制定
などについて来館者の声を記述します。
＜来館者の声＞

・着物は純国産と思っていた。少なくとも
着物は純国産であってほしい。

・着物は純国産のものを購入したいから、
もっとがんばって製品を増やしてほし
い。

・最近、呉服屋で着物を購入したが、純国
産かどうかの説明は無かった。製品を購
入するとき履歴が分かるのは安心で良
い。

・純国産絹製品が一堂に介し、購入できる
場所を設置してほしい。

・蚕糸絹業が日本の近代国家を築いた産業
であることをもっと幅広い層の人に知っ
てもらうために今以上に PRが必要では。

・最近、純国産絹マークを見かけるように
なった。

・希少性はわかるが、その分、製品は高価
なイメージ。

・製品の履歴、純国産かどうかより、デザ

イン、価格で選ぶ。
・蚕糸対策が遅い（元養蚕農家）
・大切な国のお金は大事に使ってほしい。
・蚕糸業は助成があるだけ恵まれている。

■ PRコーナーの管理運営
PR コーナーに展示する純国産絹製品に

ついては、純国産絹マークの貼付が許諾さ
れた業者のご理解とご協力のもと、一ヶ月
程度で製品を入替して、全国各地で開発さ
れた和装、洋装、小物など、様々な純国産
絹製品を来館者に紹介しています。
また、映像システムなどにより、国の新

蚕糸対策や純国産絹製品に理解と関心を深
めていただき、一定の成果が得られれば良
いと思います。
なお、解説を担当して感じることは、純

国産絹製品の展示 PR だけでなく、出展に
ご協力いただいている業者にとって、製品
の普及、売り上げにプラスになるコーナー
運営を心がける必要があることです。
展示する絹製品については、繭生産から

製品加工までの生産履歴を知っていただく

映像システムを見学する熱心な来館者



ことや希少な国産繭・生糸の特長を活かし
ていることなど、絹製品のコンセプトを来
館者に伝えられるよう努めています。また、
消費者のニーズや声を絹加工業者や小売業
者等に届けていければと考えております。
　
結びになりますが、蚕糸・絹業を取り巻

く情勢は、養蚕農家の高齢化により安定的
な繭生産が難しく、生糸の品質や価格、和
装市場の縮小など、多くの問題が山積して
いると感じています。

しかし、蚕糸絹業の持続的発展を図るた
めには、川上から川下まで一致団結し、消
費者に評価される絹製品づくりを行う提携
グループ育成が急務であります。
日本絹の里をはじめ、京都や東京等に設

置される『蚕糸・絹業提携支援システム』
PR コーナーが純国産絹製品の需要拡大に
向けての一翼になれること、そして、提携
グループ活動が軌道に乗り、日本の蚕糸絹
業が元気になり、国内は元より世界に通用
する製品がより多く生み出されることを期
待しています。
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来館者へ説明・解説する筆者（左）
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提携支援センターから

支援センター活動日誌№８（H21.7.1 ～ H21.8.31）

年月日 活　動　内　容　等

H21.7.15 ～
H21.7.16 養蚕資材の安定供給の打合せ等（岐阜）

21.7.17
( 社 ) 日本絹業協会による純国産絹マーク審査委員会
（東京都有楽町　蚕糸会館）

21.7.22 ～
21.7.23 琴糸等特殊生糸の生産・流通状況調査（滋賀）

21.7.28 ～
21.8.3 第 6回「日本の絹展」開催

21.8.5 ～
21.8.7 養蚕資材等の打合せ（群馬、長野）

21.8.17 ～
21.8.18 帯に係る純国産絹マークの打合せ（京都）

21.8.21
栃木県養蚕産地育成協議会及び財団法人大日本蚕糸会の共催による
栃木県晩秋蚕期優良繭生産研修会
（栃木県宇都宮市　栃木県青年会館）

化粧品など繊維以外の用途も広がりつつある
シルク製品（日本の絹展より）」
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提携支援センターから

純国産絹マーク使用許諾について（平成 21年度第２次分）

  純国産絹マークの平成２１年度第２回審査会を７月 17日（金）に開催しました。今回、
26件（うち、生産履歴の追加申請が 1件 , 製品の追加申請が２件、製品数量の追加申請が 1
件）から申請があり、審査委員会で審査した結果、下記のとおり 25件に対し、７月 24日（金）
付けで純国産絹マーク使用許諾する旨を通知しました。
この結果、これまでの純国産絹マーク使用許諾者は合計 87社となります。（本誌の使用許

諾者一覧参照）

社団法人　日本絹業協会

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

荒川株式会社
　代表者名　荒川　慶一
　京都市下京区室町通綾小路下ル
　白楽天町 504 番地
　（担当者：荒川慶一）℡ 075-341-2113

表示者登録番号０６７

帯　〆
帯　揚

2100 本
300 本

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県安中市養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
染　織　( 株 ) 一色ﾃｷｽﾀｲﾙ（帯揚）
染　色　（株）ｱｵｷｻｲｴﾝ（帯揚）
染色・組加工　金井工房（帯〆）
刺　繍　（有）岩滝織物、無し（帯揚）

第一衣料株式会社
　代表者名　金子　守隆
　東京都中央区日本橋富沢町 12-20
　（担当者：金子守隆）℡ 03-3664-3231

表示者登録番号０６８

後染反物
（色無地）

140 反
繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物（株）
染　色　（株）中田勝

株式会社紅輪
　代表者名　丸山　実
　神奈川県川崎市宮前区菅生 1-13-1
　（担当者：丸山実）℡ 044-976-1448

表示者登録番号０６９

後染反物
（色無地）

60 反
繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物㈱
染　色　小林染工房
制作企画　（株）丸上
意　匠　自社

装いの道株式会社
　代表者名　山中　英靖
　東京都千代田区麹町４丁目４番１号
　（担当者：山中英靖）℡ 03-3230-3010

表示者登録番号０７０

胴裏絹
（ﾄﾙﾏﾘﾝ加工）

300 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社高橋屋
　代表者名　高橋　市郎兵衛
　岩手県一関市大町１番２０号
　（担当者：高橋市郎兵衛）　℡ 0191-26-5291

表示者登録番号０７１

胴裏絹
（灰汁浸け加工）

120 枚 企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

おお又株式会社
　代表者名　大又　義弘
　大阪市旭区今市１丁目５番１５号
　（担当者：大又義弘）℡ 06-6955-2200

表示者登録番号０７２

胴裏絹
（灰汁浸け加工）

500 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社天野屋呉服店
　代表者名　天野　晃作
　栃木県小山市中央町３丁目１番２９号
　（担当者：天野晃作）℡ 0285-22-0062

表示者登録番号０７３

胴裏絹
（灰汁浸け加工）

120 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工 ( 有 )　江島屋染工場

　株式会社きもの潮見
　代表者名　潮見　憲一
　愛媛県西条市玉津５５８－２
　（担当者：潮見憲一）℡ 0897-56-0999

表示者登録番号０７４

胴裏絹
（ﾊﾟｰﾙﾄ - ﾝ加工）

300 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
加　工　( 株 ) パールトーン

株式会社とみひろ
　代表者名　冨田　浩志
　山形県山形市香澄町一丁目 11 ー 18
　（担当者：冨田浩志）℡ 023-635-1212

　表示者登録番号０７５

胴裏絹
（酵素精練）

120 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　山直織物（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社細安
　代表者名　小林　愼二
　福井県福井市手寄１丁目９番１８号
　（担当者：小林愼二）℡ 0776-22-7878

表示者登録番号０７６

胴裏絹
（酵素精練）

200 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　山直織物（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

京和きもの株式会社
　代表者名　高橋　忠臣
　神奈川県厚木市中町三丁目 2番 12 号
　（担当者：高橋忠臣）℡ 046-223-0034

表示者登録番号０７７

胴裏絹
（酵素精練）

120 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　山直織物（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社まるため
　代表者名　小池　正司
　長野県長野市南千歳一丁目３番地５
　（担当者：小池正司）℡ 026-227-5291

表示者登録番号０７８

胴裏絹
（ﾄﾙﾏﾘﾝ加工）
（ﾊﾟｰﾘｰ加工）

120 枚
30 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）、（株）カブト
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場、
　　　　　キヌテック（株）

株式会社小川屋
　代表者名　荒木　俊
　群馬県前橋市千代田町二丁目 7番 15 号
　（担当者：荒木俊）℡ 027-231-6000

表示者登録番号０７９

胴裏絹
（灰汁浸け加工）
（ﾄﾙﾏﾘﾝ加工）

60 枚
60 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社エムラ
　代表者名　江村　栄治
　山口県防府市栄町一丁目６番３１号
　（担当者：江村栄治）℡ 0835-22-0005

表示者登録番号０８０

胴裏絹
（酵素精練）
（酵素精練）

120 枚
30 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　新小石丸、ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（株）カブト、丸進機業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場
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国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

 生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

株式会社荒井呉服店
　代表者名　荒井　芳枝
　東京都八王子市八日町９番８号
　（担当者：荒井芳枝）℡ 042-625-5291

表示者登録番号０８１

胴裏絹
( 酵素精練 )

120 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　坪金工業（株）
精練加工　( 有 ) 江島屋染工場

株式会社牛島屋
　代表者名　武内　保衛
　富山県富山市中央通り１丁目６－９
　 （担当者：武内保衛）℡ 076-420-3450

表示者登録番号 ０８２

胴裏絹
( 酵素精練 )

     

200 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸    碓氷製糸農協
製　織    坪金工業（株）
精練加工    ( 有 ) 江島屋染工場

株式会社谷呉服店
　代表者名　谷　重臣
　福岡県筑紫野市二日市中央２丁目 3-2
　 （担当者：谷　重臣）℡ 092-924-5298

表示者登録番号 ０８３

胴裏絹
( 酵素精練 )

        

500 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸     碓氷製糸農協
製　織    （株）カブト
精練加工    ( 有 ) 江島屋染工場

株式会社登美屋
　代表者名　高橋　祥元
　岩手県北上市上江釣子 18-14-1
　  （担当者：高橋祥元）℡ 0197-77-2121

表示者登録番号 ０８４

胴裏絹
( ﾊﾟｰﾙﾄ - ﾝ加工 )

        

550 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織    （株）カブト
加　工　（株）パールトーン

株式会社川平屋
　代表者名　伊藤　正人
　愛知県豊田市桜町２丁目３４番地
　  （担当者：伊藤正人）℡ 0565-32-0902

表示者登録番号 ０８５

胴裏絹
( ﾊﾟｰﾙﾄ - ﾝ加工 )

        

120 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸     碓氷製糸農協
製　織    （株）カブト
加　工　（株）パールトーン

丸専第一衣料株式会社（丸専きもの）
　代表者名　永澤　日佐夫
　新潟県長岡市大手通り二丁目 4番 4号
　 （担当者：永澤日佐夫）℡ 0258-32-9394

表示者登録番号 ０８６

胴裏絹
( ﾊﾟｰﾙﾄ - ﾝ加工 )

        

300 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（株）カブト
加　工　（株）パールトーン

株式会社大丸
　代表者名　山本　良一
　大阪市中央区心斎橋筋 1-7-1
　 （担当者：山本良一）℡ 06-6271-1231

 　
表示者登録番号 ０８７

胴裏絹
( 錦秋×鐘和 )

       

1000 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　錦秋×鐘和
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（有）長島織物
精練加工　（有）江島屋染工場

 （生産履歴の追加）
株式会社坂本屋
　代表者名　飯塚　康二
　茨城県土浦市荒川沖西２－１２－３
　  （担当者：飯塚　康二 ) ℡ 029-841-0007

 
表示者登録番号 ００５

後染反物
        
60 反

繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物㈱
染　色　小林染工房、( 株 ) 菱健
　　　　（株）路考、きもの和楽
制作企画　（株）丸上
意　匠　自社

 （製品の追加）
株式会社坂本屋
　代表者名　飯塚　康二
　 茨城県土浦市荒川沖西２－１２－３
　 （担当者：飯塚　康二 ) ℡ 029 -841-0007

表示者登録番号 ００５

胴裏絹
（灰汁浸け加工）

        

120 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
蚕品種　ぐんま 200
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　丸進機業（株）
精練加工　（有）江島屋染工場



シルクレポート  2009.98

 国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

 表示対象
 数量

生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

 （製品の追加）
株式会社京扇
　代表者名　鈴木　康裕
　東京都中央区東日本橋 3-6-6 パークビル 2F
　（担当者：鈴木康裕）℡ 03-3249-6001

   表示者登録番号 ０６１

胴裏絹
( ﾊﾟｰﾙﾄ - ﾝ加工 )

    

 600 枚

企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　群馬県養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　（株）カブト
加　工　（株）パールトーン

 （製品数量の追加）
有限会社ミラノリブ
　代表者名　笹口　晴美
　群馬県桐生市本町２－８－２６
　（担当者：笹口　晴美）℡ 0277-20-8801

 表示者登録番号 ００３

ショールストール
ニットタイ
スカーフ
ベスト
トップス
ボトム

500 枚
400 枚
100 枚
200 着
300 着
100 着

蚕品種　ぐんま２００
繭生産   前橋市大胡町養蚕農家
製　糸   碓氷製糸農協、自社
撚　糸   東北撚糸 ( 株 )
染　色   今井染色（有）、自社
製　編    自社

次回以降の審査会は９月 10日（木）、11月 12日（木）の予定です。
申請される方は審査会開催日の 10日前までに申請書を提出してください。
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提携支援センターから

19 ～ 21 年度に承認された蚕糸･絹業提携システム概要一覧

   平成 21 年 9月 1日現在、提携システム確立事業として 9グループを承認しており、
これら提携システムの概要（平成 21年度の事業計画）を下記のとおり紹介します。

蚕糸・絹業提携支援センター

提携グループ名及び構成者 製造する絹製品 蚕品種・特徴等
対象繭生産地・生産量
（21 年度計画）

＜グループ１６７（19 年度）＞

養蚕農家（4戸）、宮坂製糸、
織道楽塩野屋、両双、ウェイズ

絹織物
副産物（蚕沙、幼虫、蛹等）
の有効利用

蚕品種：緑繭 1号
（色繭（クロロフィル）の特徴
利用）

京都府（250 ㎏）

春　蚕 70 ㎏
初秋蚕 80 ㎏
晩秋蚕 100 ㎏

＜白繭細 1号プロジェクト
開発チーム（19 年度）＞

      
高原社、養蚕農家（11 戸）、
碓氷製糸、宮坂製糸、芋田機業場、
五十嵐商事、龍工房、矢代仁、
木村和裁、三越、マルシバ

絹織物（御召）
蚕品種：白繭細 1号
（細繊度繭を利用し、高級絹織
物製造）

長野県（1,550 ㎏）

春　蚕　850 ㎏
晩秋蚕　700 ㎏

＜ “絹を未来に” プラチナボーイ
研究会（19 年度）＞

養蚕農家（8戸）、碓氷製糸、
芋田機業場、五十嵐商事、
銀座もとじ、マルシバ

絹織物
シルクデニム

雄蚕品種：プラチナボーイ
（男用きものに次ぐ製品開発）

千葉県・茨城県
（1,450 ㎏）

春　蚕 750 ㎏
晩秋蚕 700 ㎏

＜日本蚕糸絹業開発協同組合国産
シルク研究会（19 年度）＞

養蚕農家（120 戸）、碓氷製糸、
丸進機業、カブト、山直織物、
坪金工業、南久ちりめん、
ワタマサ、江島屋染工場、絹小沢

絹織物（裏地等）

蚕品種：群馬オリジナル品種
（ぐんま 200、新小石丸、
世紀二一、上州絹星、
ぐんま黄金）の活用

群馬県（20,000 ㎏）

春　蚕 11,240 ㎏
晩秋蚕 8,760 ㎏
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提携グループ名及び構成者 製造する絹製品 蚕品種・特徴等
対象繭生産地・生産量
（21 年度計画）

＜蚕太開発グループ（20 年度）＞

養蚕農家（8戸）、碓氷製糸、
マユズミ、門倉メリヤス、
蜂須メリヤス、贄田シルク、
JA北群馬渋川・JA前橋

シルクニット（セーター、
ジャケット、靴下等）

蚕品種：蚕太
（太繊度繭で洋装用ニット製品）

群馬県（700 ㎏）

春　蚕　700 ㎏

＜富岡シルクブランド協議会
（20 年度）＞

養蚕農家（21 戸）、碓氷製糸、
宮坂製糸、富岡市、富岡製糸場、
JA甘楽富岡、個人作家（7人）、
甘楽富岡蚕桑研究会、
富岡シルクタンパク研究会、繭家

タオル、パフ、スカーフ、
タペストリー等

蚕品種：ぐんま 200、
　　　　錦秋×鐘和
（富岡市産全蚕期繭全量を協議
会で使用して、商品生産）

群馬県（6,080 ㎏）

春　蚕 2,300 ㎏
初秋蚕 1,390kg
晩秋蚕 2,390 ㎏

＜日本の繭ときもの文化を
考える会（21 年度）＞

養蚕農家（2戸）、碓氷製糸、
南久ちりめん、高田勝、田中種

絹織物（極型小紋白生地）

蚕品種：春嶺×鐘月、
　　　　錦秋×鐘和
（極型小紋に適した春嶺×鐘月、
錦秋×鐘和を使用し、生産履歴
の明らかな商品販売）

群馬県（360kg）

春　蚕　180kg
晩　秋　180kg

＜群馬絹文化研究会（21 年度）＞

養蚕農家（4戸）、碓氷製糸、
東北撚糸、今井染色、ミラノリブ

洋装ニット製品
蚕品種：ぐんま 200
（純国産絹の洋装品の生産と
自社及びインターネット販売）

群馬県（1,000kg）

春　蚕　1,000kg

＜日本蚕糸絹業開発協同組合
　　国産シルク研究会
　　　普通蚕種部会（21 年度）＞

養蚕農家（52 戸）、碓氷製糸、
カブト、坪金工業、渡辺絹織物、
番國、長島織物、江島屋染工場、
絹小沢

絹織物（裏地等）

蚕品種：春嶺×鐘月、
　　　　錦秋×鐘和
（純国産の希少性を活かした
絹織物の生産）

群馬県（13,300kg）

春　蚕　5,300kg
初　秋　3,300kg
晩　秋　4,700kg

＊構成者の下線は、各提携グループの代表者（企業等）である。
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提携支援センターから
〈純国産絹マークの仕掛け人は語る　②〉

純国産きものは、織り、染め等
きもの技術で差別化を図る

株式会社さが美　商品企画部
　部　　長　　鈴木英太郎さん
　担当ＭＤ　　池田　正　さん

今、純国産絹マークは 87 社（平成 21 年 7

月 24日現在）承認されています。それぞれは、

その中心となる企業等により本マークを適正に

管理されています。今回、純国産絹マークの承

認がおり、実際に販売体制を企画・実施してい

るキーパーソンにお話を伺った。その２回目。

　　
「黒紋付きをオリジナル商品として発表。
これに純国産絹マークを添付して、㈱さが
美の主要かつ基本的な商品として位置づけ
ました。」と語る商品企画部長の鈴木英太
郎さん。
大手ナショナル・チェーン店（212 店舗）

としてはじめて純国産絹マークの承認を得
て、積極的に取り組んでいます。
この商品は、仕立上り 35 万円（喪服 6

点セット料金）で、購入されるお客様に合
わせたオートクチュールとなります。一般
的な商品としては、プレタポルテとして、
10 万円台からありますが、平均価格は、
25 ～ 30 万円。これに仕立て代金がかか
り、40万円程度となります。今回の商品は、
仕立てまで含んでおり、35 万円は決して

高くはないと自信を持って販売されていま
す。
「単に安いものを販売するのではなく、
しっかりした商品のラインナップを揃え、
お客様のニーズに応える」ことが重要と鈴
木部長さんは強調される。
特に、今回の商品は、白生地をお客様に

見ていただき、その良さを認識いただいた
上で、黒に染め上げる方法をとっています。
このため、全国のお店には、商品サンプル
（白生地状態のもの）と染め見本をセット
にして展示し、出来上がってからお届けす
る方法となっています。冬物・夏物合わせ
て 1,450 反を製造しました。
「お客様のニーズを踏まえ、本年度は主
要な 100 店舗に商品を展示して、販売を
展開していきたい」と池田ＭＤさんは、販
売戦略を説明。

すべての販売員に純国産絹製品の商品知識を

さが美は、店長会議などで、日本の蚕糸
業の現状、純国産絹製品への取組の重要性

純国産絹マークをアピールする鈴木部長（右）と
池田担当ＭＤ（左）
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などを認識するようにしています。
「お客様の声を商品に反映するばかりで
なく、店長・販売員が自ら純国産のきもの
販売のための勉強、理解を深めるよう指導
しています。」と鈴木部長。　このため、
国内の養蚕農家・繭生産量の減少が危惧さ
れてもいます。
「養蚕農家の皆さんも高齢化が激しいと
聞いています。繭・生糸の確保ができるの
か、生糸価格がどうなっていくのか、心配
な点があります。」と。
最終的には繭・生糸に助成措置がなくな

るため、継続的に販売していくために高い
価格設定を行うことはできません。適正価
格を決定するにあたっては、店舗で、お客
様に十分説明と理解を得ることが必要とな
ります。
このため、さが美では、お客様とのコミ

ュニケーションツールとして【四季のきも
のだより】を発刊、その中で純国産の特集
も連載し、お客様に国内養蚕の現状などを
お知らせしています。
消費全体が冷え込む中、売上も楽ではな

いが、客数は同規模前年に、あと少しのと
ころまで来ているといいます。
　

次期商品にもマークをつける

「第一に重要な点は、マークに対する信
頼性を確保することと思います。」と鈴木
部長さん。そのためには、お客様とのコミ
ュニケーションを重視しています。前述し
たとおり、販売員の教育はもとより、さが

美自社全体の統一したフリーペーパー【四
季のきものだより】などがそうです。
今回の純国産絹マークを添付するにあた

り、「ものつくり」の情報の入手ができや
すくなったといいます。
以前では、国内養蚕業の状況などはあま

り気にも留めていませんでしたが純国産の
商品化を進めるにつれて、現状が見えるよ
うになりました。流通経路の短縮化が図ら
れたのもそのおかげです。結果的に、きも
の等の価格の中間マージン等が削減され、
お客様への提供価格が安くなってきていま
す。生産履歴などの効果ともいえます。
一方、鈴木部長さんは、業界や蚕糸・絹

業提携支援センターに対し、一般の方々に
対する宣伝活動の強化を求めています。今
後の課題ともなっています。
「次期の商品開発を行っていきます。純
国産絹製品は、店頭販売の主力商品として
いく考えであり、全店舗展開を基本として
います。」と鈴木部長さん。販売を積極的
に行う考えです。

お客様に白生地を見ていただき黒に染める
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純国産絹製品は、各店舗で展示し、より
多くの商品を見ていただく段階から「多く
の商品をお客さまに支持をいただく」こと
が重要となっています。
今後も安定的に純国産絹織物を提供して

いくためには、「国産繭・生糸の安定的な
供給体制の確立」が大切となります。
優良な繭の供給、これを原料とする生糸、

絹織物、そして、消費者に喜ばれる商品の
提供と川上から川下までの連携した事業体

の確立が急がれます。
さが美では、独自の着物着付け教室の展

開などきもの普及、また、既存店舗での特
別な期間を設けて【お手入れキャンペーン】
の実施、きものリメイクに力を入れ呉服の
需要喚起などを積極的に行っています。
今後のさが美の販売力に期待し、純国産

絹織物の普及の先頭に立っていただきたい
と思います。

さが美オリジナル純国産黒紋付
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今月の話題

今年 10月 21 日（水）～ 28日（水）の期間、東京・日本橋において、日本の代表的なきものの織物・染色

技術を様々な形で紹介する「日本染織文化博覧会」が開催されます。

主催は、和装関係全国７団体で構成する日本染織博覧会開催実行委員会。東京・日本橋周辺エリアを会場に、

全国各地の伝統ある染織作品を多くの方にご覧いただくとともに、和装の美ときものを着る楽しさを様々な形

で体験していただくことで和装ファンを増やし、日本の技としての和装産業の振興を図ることをねらいとして

います。

10 月は、日本橋に注目
～第１回「日本染織文化博覧会」を開催～

京丹後市企画総務部企画政策課
課長補佐　高　橋　尚　義
（日本染織博覧会開催実行委員会企画委員）

これまでの和装産業に関する振興策は、
個々の業界団体がそれぞれ知恵を絞り、同
時に、多くの業界関係者もまたそれぞれに
長期的な展望を持ち、「産地求評会」「きも
のまつり」「きものフェスタ」などの名前
やイベント規模も大小ある中で、全国各地
で努力を重ね展開されてきました。
しかしながら、和装需要に対する社会的

ニーズは年々縮小し、また平成 18 年夏の
大手呉服チェーンの倒産以降は、過量販売
や与信問題から和装業界に対する不信感が
急速に高まり、これらの影響からか、呉服
小売における主力の催事販売に対しては、
集客力の低下など、結果として、国内和装
市場は極端なまでに需要不振を迎え、急速
に市場は縮小してしまっています。
また、このような市況は、生産現場にお

いても生き残りをかけた熾烈なコスト競争

をさらに助長しているところで、過当競争
が生じているところです。これらの状況は、
将来的には技術の喪失、関連産業の縮小や
消失へとつながり、和装文化そのものの衰
退にまでをも影響してしまいかねません。
業界全体にとっても、将来を担う後継者に
対して夢や希望を託すこともできず、それ
はわが国の文化そのものに影響を与え、日
本が育んできた真の豊かさを生み出すシス
テム（日本様式、和文化）すら失う危険性
をはらんでいる状況にあります。

このような中で、今日においてもこれま
でのような業界団体や関係者がそれぞれに
独自に策を講じることでは、和装産業の再
生に向けての大きなウェーブを生み出すこ
とは困難な時代となっているように思われ
ます。和文化を次世代へと継承していくた
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めにも、これまでの和装業界内はもとより
関係業界が広く連携し、振興策を図ってい
く必要があります。さらに、少しでも体力
のある今だからこそ動き出さなければ、立
ち直ることすらもできなくなるとも言われ
てもいる中で、国内関係者・関係団体が一

丸となって、対処し再生を果たすことが今
日において求められている課題であると思
います。

幸いにして、和装産業には、｢素材から
各工程に込められたこだわり ｣「長い伝統

昨秋開催の「きもの・和・日本橋イベント 」きもの姿で日銀前大集合（三井不動産（株）提供）
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の中で培われ受け継がれてきた匠の技や、
海外にはない日本だけの色彩や生地の風合
いなど、和装以外の産業にとっても貴重な
デザインソースが存在」しています。まさ
に、平成 19 年 5月、産業構造審議会繊維
産業分科会が打ち出した繊維ビジョン『繊
維産業の展望と課題』にもこのことが明示
され、「着物の魅力が消費者に適切に伝え
られれば、和装とこれを支える産業は、今
後も日本の中に生き続けていける」と記さ
れています。

今回の「日本染織文化博覧会」は、社会
経済情勢も非常に厳しい中で、和装産業の
土台ともなるべく経済産業基盤の土台を再
構築するきっかけとなり、その延長線上に
は、国内和装産業の振興とともに、国民の
「和」に対する興味を提供する場ともなり
ます。
また製造業界・流通業界により構成し

ている主催団体のみならず、日本橋を会場
としたことで、地域的な取組みとして、日
本を代表する老舗百貨店である日本橋高島

屋、日本橋三越本店もこれらの動きに同調
し、製造―流通―小売業界が一丸となって
取り組む画期的なイベントともなっていま
す。さらに、「東京発日本ファッションウ
ィーク（ＪＦＷ）」が同じ日程で六本木・
青山・表参道周辺で開催されていますので、
ＪＦＷの関連イベントとして位置づけら
れ、和装ファッションを世界へ向けてＰＲ
する絶好の機会でもあります。
「日本染織文化博覧会」は、日本の首都
としての「東京」、また江戸文化創生の地「日
本橋」が開催地。この地から国内外への和
の文化を打ち出し、和装産業の再生を図る
には地域的にもメリットも大きいと思いま
す。このイベントにより、産地の特色・魅
力が多くのみなさんへ正しく伝わり、和装
の美をまとうことの楽しさを多くの方が感
じ取る中で和装ファンが増え、結果として
国内和装産業の振興・再生の糧となること
を期待しています。
多くのみなさまのご参加をお待ちしてい

ます。

■問い合わせ先
　日本染織博覧会開催実行委員会　　　担当：嶋田
　（日本織物中央卸商業組合連合会内）
　　TEL: 03-3663-2101　　E-mail:　tafs@blue.ocn.ne.jp
　　URL：http://www.orishoren.com/kimono_nihonbashi/index.html
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●第１回「日本染織文化博覧会」

■開催期間　平成 21年 10月 21 日～ 28日

■開催場所　日本橋高島屋、日本橋三越本店、日本橋プラザ、マンダリンオリエンタル東京

　　　　　　ほか日本橋周辺エリア

■主　　催　日本染織博覧会開催実行委員会

　　　　　　（日本織物中央卸商業組合連合会、社団法人日本絹人繊織物工業会、

　　　　　　社団法人日本絹業協会、社団法人全日本きもの振興会、社団法人日本和裁士会、

　　　　　　全国染色協同組合連合会、京友禅協同組合連合会）

■後　　援　経済産業省、農林水産省、東京都、東京都中央区、財団法人大日本蚕糸会、

　　　　　　一般社団法人日本ファッションウィーク推進機構（予定含む）

■特別協賛　三井不動産株式会社

■協　　賛　日本橋高島屋、日本橋三越本店、産経新聞社、ワミレスコスメティックス株式会社

■特別協力　丹後ファッションウィーク開催委員会

■協　　力　東京織物卸商業組合、名橋「日本橋」保存会、日本橋地域ルネッサンス 100 年計画委員会、

　　　　　　日の丸自動車興業株式会社、日本橋美人博覧会実行委員会

■会場協力　マンダリンオリエンタル東京

　
□イベント内容（予定）
◎「日本染織紀行」（10/23-25・日本橋プラザ会場）
　　国内各産地から作り手が集まり、こだわりの自信作を展示。作り手の声を聞くことがで
きる貴重な機会
◎「染織の芸術展」（10/21-28・日本橋高島屋会場）
　　絹の五芸術といわれる「織・染・繍・絞・絣」の技術・技法の視点と世界でも類をみな
いデザイン性の豊かさの両面で染織の芸術性を展示
◎「きもの好日」（10/21-28・日本橋高島屋会場）
　　日本を代表する産地の染織品に帯、小物をコーディネートして、季節の着こなしについ
て分かりやすく提案
◎「純国産絹展」（10/21-28・日本橋高島屋会場）
　　日本の繭から始まる数々の純国産絹製品を展示。養蚕から製糸・製織・加工までの製作
工程のパネル展示と各工程の製作工程展示
◎「日本絹文化シンポジウム～絹で奏でる音の世界～」（10/23・日本橋本店）
　　幻想的で、清明な音の世界を秦琴奏者の第一人者が演奏。秦琴には、希少となった純国
産の絹糸弦を使用。音で織りなす絹文化を紹介
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◎「Kimono Fashion Week in 日本橋」
　　かつて、最先端のきものファッションの発信拠点であった日本橋から、再び未来へつな
がっていく日本の美を感じることができる
　　・「きもの・和・日本の美」（10/23・マンダリンオリエンタル東京）

　　各地の伝統染織の新作ファッションショー。美しい四季のイメージ映像を背景に、

ストーリー性豊かなショーを開催

　　・「きものコーディネート大賞授賞式」（10/23・日本橋三越本店）

　　　　素敵なきもの姿の方に「きものコーディネート大賞」を授与
　　・「東京きものの女王コンテスト」（10/25・日本橋三越本店）

　　東京を代表する「きものの似合う女性」を選出するコンテスト。今年で 43 回目。

女優の和由希子さん、俳人の黛まどかさんが歴代女王

◎「日本橋きもの絵巻」
　　・「きものパレード」（10/25・日本橋京橋まつり「大江戸活粋パレード」協力）

　　事前申し込みの 500 名のきもの姿が、決定したばかりの「東京きものの女王」とと

もに、中央通りをパレード。パレードの後は、日本橋三越屋上にて大集合写真撮影会
を開催

　　・「きものフォトセッション」（10/25・日本橋界隈）

　　　　プロカメラマンによる撮影。撮影当日にプリントしてプレゼント
　　・「日本橋茶会」（10/25・日本橋プラザ）

　　・「きものステーション（無料着付け）」（10/25・日本橋三越新館＆日本橋プラザ）

　　　　無料できもの着付けしてもらえるコーナーを設置

　★その他、日本橋周辺での同時開催イベント
　　・三越きものフェスタ（10/14-27・日本橋三越本店）
　　・江戸で彩る日本橋 -Japan Beauty from EDO-Tokyo- 第 2 回日本橋美人博覧会
　　　（10/23-11/10・日本橋エリア）
　　・第 37回日本橋京橋祭り～大江戸活粋パレード～（10/25・中央通り）
　　・日本橋秋のお江戸まつり（10/25 ・日本橋プラザ）
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国内情報

絹織物の集散地を核とした和装繊維産業の
工程間連携に関する調査報告書から（2）

経済産業省 近畿経済産業局
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��� 21,032,915 16,994,216 13,332,611 11,911,263 10,748,771 10,157,445 8,801,003 8,844,312 8,627,746 8,442,552 6,377,886
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�������� 7,176,491 5,758,091 5,683,442 5,104,274 3,937,037 3,169,020 2,792,265 2,532,080 2,402,769 2,128,949 2,200,717
������ 6,830,684 5,729,915 5,457,112 5,122,903 3,263,246 3,045,320 2,841,535 2,716,233 2,844,340 2,769,187 3,202,920
���� 14,007,175 11,488,006 11,140,554 10,227,177 7,200,283 6,214,340 5,633,800 5,248,313 5,247,109 4,898,136 5,403,637
�� 52,321,132 42,359,858 36,434,730 32,984,765 27,659,689 25,638,341 22,839,698 22,527,592 21,870,477 21,917,709 18,584,564
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1997� 1998� 1999� 2000� 2001� 2002� 2003� 2004� 2005� 2006� 2007�
��� 100.0 80.8 63.4 56.6 51.1 48.3 41.8 42.0 41.0 40.1 30.3

��������� 100.0 82.8 76.9 70.5 72.8 74.3 63.9 65.1 65.5 63.1 49.4
��� 100.0 63.7 51.0 39.2 32.8 31.0 24.3 25.4 23.0 21.0 18.8
�� 100.0 85.4 71.7 66.3 58.6 57.7 51.9 49.2 45.3 52.7 35.2

��� 100.0 76.9 79.4 84.1 69.2 61.0 68.7 84.2 86.8 118.0 86.2
�� 100.0 89.6 78.9 66.5 57.5 55.3 49.4 47.2 43.7 51.1 36.8

�������� 100.0 84.1 77.5 74.7 68.2 63.2 62.0 33.1 56.6 60.6 54.8
���� 100.0 87.4 68.9 65.5 55.8 48.9 46.0 91.2 47.7 47.7 42.7

�������� 100.0 80.2 79.2 71.1 54.9 44.2 38.9 35.3 33.5 29.7 30.7
������ 100.0 83.9 79.9 75.0 47.8 44.6 41.6 39.8 41.6 40.5 46.9�
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　　国内産地情報
　　絹織物産地の概況（７月）

織物の減産は続いており先行きの見通しは立っていない

＜原糸＞
中国生糸市場は昨年後半の生糸価格の下落から春繭が大幅な減産となり、繭価が高騰し、

日本への生糸価格も日々上昇している。しかし、我が国の織物の受注が鈍く機屋は減産継続
で、原料手当は現物当用買いが続いている。

＜白生地＞
・丹後の縮緬生産は、前年対比 75.2％の大幅な減産で、集散地の仕入れが鈍く、月を追う毎
に小売りの状況も厳しい。

・長浜の生産は、前年対比 87.9％で新規染出しが鈍くまとまった発注が入らない。集散地で
も当用買いが続いており、在庫は見受けられない。

・五泉は、主力の駒絽に受注がなく羽二重のみが健闘している。しかし産地全体の荷動きは
悪い。

・福島は、市況悪化で受注が減少し、生産調整を継続している。
・小松は、和装、洋装共に6月より更に市況が悪いが、合繊洋装には6月に引き続き注文がある。
・福井は、広幅羽二重は受注生産で前年比 20％の減、小幅は輸入品との価格競争で 40％減
でさらに悪化。

・群馬・埼玉は、新糸が出回り始め、原料糸を限定した企画ものが始動した。量的に少ない
が継続できることを期待している。

＜先染織物＞
・西陣の帯は、大手産地問屋の地方催事で売上げはほぼ前年並みであったが、値頃品の比率
が増し、単価がダウンで確実に採算を圧迫している。

・博多は、主力の紋八寸を除けば、他の商品は順調に流れており、この時期としては珍しい。
・十日町は、付下げが大幅な減少で全体の足を引っ張っている。振袖のみが前年同と安定し
ている。

・米沢は、生産は呉服が不需要期で産地問屋からの注文も鈍く減少が続いている。服地はシ
ーズン物の受注が早く終了。

・山梨は、服地も前月に引続き少ない状況が続いている。ネクタイは一部に多少の荷動きは
あるが全体としてはすこぶる少ない。

・西陣のネクタイは、輸入完成品・生地が浸透し、日本製が減っている。
＊（社）日本生糸問屋協会月報 21.8.11 第 724 号による。
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　　海外シルク情報
　　中国

中国政府・繊維振興３ヵ年計画を決定（この中のシルク振興計画）

中国国務院は、繊維産業を中国経済を支える基幹産業と位置づけ、折しも昨年下期以降
の国際金融危機に対応するため、繊維産業の安定成長と構造改革推進を目指して、本年から
2011 年までを期限とする繊維産業調整・振興計画を策定し、4月 24日に発表した。
  すでに、国内の内需拡大策として 4兆元（約 58兆円）の財政支出を昨年末に措置して

いるが、これに加えてこの振興計画では①国内外の繊維需要増進対策の推進②繊維関係技術
及び設備を先進国レベルへの引き上げ③自主ブランド商品の創出支援④繊維関係輸出企業に
対する金融支援等を行うこととしており、この中のシルク関係の重点事項は次のとおりであ
る。

1、東桑西移プロジェクトを重点的に推進
これについては、シルク産業は 2006 年より本格的に実施してきており、生産規模はそれ

なりに拡大してきているものの品質等の内容が伴わないのが実態である。現在、広西自治区、
雲南省等の中西部に 200 か所の繭生産基地が完成しており、これの規模拡大を図ると共に引
き続き製糸・絹織物工場を誘致し、これらの加工技術水準を飛躍的にアップさせることとす
る。

2、自主ブランド商品のすみやかな育成支援
一般的に中国製品の最大の弱点は、いわゆるエルメス、シャネルなど著名ブランドが不在

なことである。シルク製品でも例外でなく、現在、推進している高級シルクマークの普及・
発展を推進し、有望ブランド・シルク製品の育成および自主ブランド企業の支援を積極的に
行うこととしている。

3、シルク製品の輸出支援
昨年来、たびたび実施してきている輸出増値税還付率の引き上げを継続・実施する方針で

あり、現在、生糸類は 15％に、シルク２次製品は 16％まで引き上げており、（17％が限界値）
これによりシルク輸出企業の採算性は大幅に向上するところであり、今後の影響が注目され
るところである。
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4、国家生糸買い上げ制度の充実
養蚕農家保護と製糸等支援策として生糸の備蓄枠の拡大を内容とする国家生糸買い上げ制

度を充実することとする。

中国の本年度春繭生産量約 30％減産
中国の春繭生産は、4月初旬、広東省、広西自治区からスタートし、主産地での生産、収

繭作業は 6月に集中的にピークとなり、7月初旬には基本的に終了する。今回の春繭は、昨
年後半からの国際金融危機が全体経済への影響が深まっている中でシルク大国中国が初めて
迎える蚕期であり、その生産動向が注目されていたところである。
政府関係筋の発表した春繭生産統計によれば、東部地区の山東省、江蘇省、浙江省及び重

慶特別市の各生産量は、順に 10,400 トン、36,600 トン、32,000 トン、5,285 トンであり、
軒並み減産でその対前年減産幅は、順に 39％、32％、25％、34％である。一方、西部地区
の四川省、広西自治区及び広東省については、各産地の統計数字を基にしてこの 3産地全体
の対前年の減産幅は約 30％となっている。以上、この 7主要産地の前年度の繭生産量は全
中国の 72％を占めていることからして、本年度の春繭生産量については、概ね 30％前後の
減産とみることができる。
この大幅な減産の主因としては、今春の各主産地での桑園面積の減少が大きなものになっ

ている。具体的にみると、江蘇省が 83,333 ha から 66,667 ha に減少 ( 減少率 20％ )、浙江
省 80,000 ha から 66,667 ha に ( 減少率 17％ )、山東省 42,333 ha から 33,333 ha に減少 (
減少率 21％ )、広西自治区で 133,333 ha から 106,667ha に減少 ( 減少率 20％ ) とこれ以外
の産地も同程度の桑園面積が減少している。これに加えて、中国シルク産業は、ここ数年、
国内需要 ( シルクの布団等インテリア関係が主体 ) が好調となっているものの、業界全体と
しての収益の約 70％は輸出貿易に依存しており、これが昨年後半から数量、単価、金額と
もに縮小していることから、2年前のような高い繭値段を農家に保証出来なくなってきてお
り、結果として養蚕業の収益性は、野菜等他の経済作物に劣ることが伝えられてきている。

＊日本生糸問屋協会月報 21.7.14 第 723 号及び 21.8.1 1 第 724 号による。



シルクレポート  2009.9 35

横浜開港とシルク貿易

　

１　はじめに
横浜市は、今年、記念すべき開港 150

周年を迎え市内では「横浜開国博 Y150」
を中心にいろいろなイベントが繰り広げら
れています。
読者の皆さんには、写真１・２から「横

浜開国博 Y150」の様子を垣間見ていただ
くことができるかと思います。
横浜といえば、開港以来生糸輸出を主体

に発展してきた街であります。
市内では 150 周年を記念してシルクに

関する特別展や物産展が開催されました。
これら各展示会場では、往時の生糸貿易

のあゆみに食い入るように見ている来訪者
の姿が多く見受けられました。
その会場の一つ、市内の赤レンガ倉庫

では、5月 25 日から 7月 12 日まで（財）
横浜開港 150 周年協会主催による「横浜に
つながる絹の道展」（写真 3）が開催され
ました。会場には横浜開港前から開港後の
変遷を記した年表や横浜で活躍した生糸売
込商（外国商人と直接に生糸販売した商人）

横浜開港の始まり

シルク博物館
元部長　小　泉　勝　夫

今年、横浜は開港 150 周年を迎えました。半農半漁の寒村であった横浜が今日のように急速に発展したのは、

開港後、生糸を中心としたシルク貿易との深い関わりがあったとのことです。

今月から、この横浜開港とシルク貿易にまつわるお話を、横浜市中区にある（財）シルクセンター国際貿易

観光会館シルク博物館 元部長 小泉 勝夫さんにご紹介していただきます。

（写真１）横浜開国博 Y１５０のベイサイドエリア
「はじまりの森」会場前

（写真 2）横浜開国博 Y１５０ヒルサイドエリアの
「つながりの森」会場内
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たちの紹介、農家の生活と養蚕とのかかわ
り、絹の道による生糸輸送と横浜からの西
洋文化の伝播などについての展示がされま
した。また、長野・山梨・群馬・埼玉県と
その各関係市町をはじめ八王子市・相模原
市・横浜市各区の蚕糸業に関る展示や各県
市等が制作した往時の蚕糸関係の映像・片
倉工業株式会社提供の昭和 27年制作の「日
本のシルク」など、普段見ることのできな
い貴重な映像に、来訪者たちは釘付けにな
っていました。
シルク博物館では 6月 2日から 8月 30

日まで、開館 50 周年を記念して「ヨコハ
マ開港とシルク展」が開催されました。
この会場では、展示と併せ「横浜開港と

生糸貿易」などの講演会（写真４）も開か
れました。また、会場には開港からの生糸・
絹織物・絹製品等の貿易に関する歩みや横
浜生糸検査所・横浜商品取引所などの蚕糸
関係機関・団体等の変遷などと併せ現代の
新しいシルクの取組みに至るまでのパネル
展示や養蚕製糸用具・開港当初の生糸（掛
田折返糸・美濃曾代糸・羽前鉄砲糸など）、

生糸輸送用具、開港当初の輸出室内着、横
浜スカーフなど往時のものが展示されまし
た。
それでは、これから連載で横浜開港への

道のりや開港に伴う諸問題、シルク輸出の
移り変わり、外国商社（外商）との摩擦、
蚕糸業の発達など、さまざまな問題や動き
の概要について紹介をしていきたいと思い
ます。

２　開港へ向けての動き
横浜が開港されましたのは、江戸時代末

の 1859（安政 6）年 6 月 2 日（新暦の 7
月 1日）です。
それまでは、徳川幕府が 1600 年代前半

から実施しました鎖国政策により、オラン
ダ、中国、朝鮮以外の諸国とは、200 年余
にわたり交渉を閉ざしてきました。
しかし、1800 年代に入ると、ヨーロッ

パの列強は、アジア地域の諸国を次々と植
民地化しはじめ、わが国にも強く開国を求
めるようになってきました。このような時
期を迎えた 1846（弘化 3）年、アメリカ

（写真 3）「横浜につながる絹の道展」会場 （写真 4）「ヨコハマ開港とシルク展」講演会会場
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東インド艦隊指令長官ビッドルが浦賀に来
て、わが国に開国を要求しました。しかし、
幕府はこの要求を受入れませんでした。更
に、1853（嘉永 6）年になると、ビッド
ルに代わってアメリカ東インド艦隊指令長
官ペリーが、軍艦 4隻を率いて浦賀に現れ、
久里浜に上陸しフイルモア米国大統領の国
書を提出し、わが国に開国を要求しました。
幕府はペリーの強硬な交渉態度に押さ

れ、打つ手もないまま、国書を正式に受け
取り、回答を翌年行う約束をいたしました。
ペリーの巨大で勇壮な黒船の浦賀来航

は、たちまち各地に伝わり、おおきな騒ぎ
となりました。この騒ぎは日本人の好奇心
を浦賀へとかきたてたようです。
「泰平の眠りを覚ます上喜撰（蒸気船）
たった四杯（四隻）で夜も寝られず」とい
う有名な落首が今に伝えられています。上
等な喜撰茶と蒸気船、お茶四杯と黒船四隻
を掛け言葉にした落首で、当時の幕府や庶
民の様子が、31 文字の中に表現され、今
の私たちにも伝わってくるような感じがし
ます。

ところで、ペリーが来航した同じ 1853
（嘉永 6）年に、ロシアの使節プゥチャー
チンも長崎に来て、開国と国境協定を要求
しました。このプゥチャーチンの動きを察
知したペリーは、翌 1854（嘉永 7）年 9
隻の黒船で来航し、幕府に対し強硬に条約
の締結を迫りました。幕府はこのペリーの
軍備力と威圧に屈して、日米和親条約を締
結したのです。
条約は、アメリカ船への燃料・食糧の供

給、難破船や乗組員の救助、下田・箱館 2
港の開港、領事の駐在、アメリカに最恵国
待遇を与えることなどを内容とするもので
した。
アメリカと条約を結ぶと、同年 8月にイ

ギリスとも同様の内容の和親条約を締結し
ました。
ロシアはプゥチャーチンを派遣して同

年 12 月、下田で日露和親条約を締結しま
した。ロシアとの条約では、下田・箱館の
ほかに長崎を加えた 3港を開港することに
し、国境については択

えとろふ

捉島以南を日本領、
得
うるっぷ

撫島以北をロシア領、樺
からふと

太は両国の雑

（写真５）　ペリーの横浜上陸
ハイネ原画石版画（横浜開港資料館所蔵）
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居地とし境界を定めないことを約
やくじょう

定しまし
た。
オランダとは、翌 1855（安政 2）年に

同様の内容の和親条約を締結し、幕府の長
期にわたる鎖国政策は、ついに崩壊してし
まいました。
アメリカの総領事ハリスは、日米和親条

約に基づいて 1856（安政 3）年に下田へ
やってきました。ハリスは着任すると、幕
府に対して通商条約の締結を強く求め始め
ました。日本側は老中首座堀田正

まさよし

睦が、ハ
リスとの交渉にあたりました。日本側はハ
リスの強い交渉に屈し、通商条約締結の方
向に動きだし、条約調印の勅許（天皇の許
可）を孝明天皇に求めました。しかし、朝
廷では攘

じょうい

夷（外国を排撃し鎖国を主張する
こと）の空気が強く、天皇の勅許を得るこ
とはできませんでした。しかしながら、こ
の時期、アジアではイギリス、フランスな
どによる侵略・植民地化が進行しており、
特に清国（中国）では、1840 年のアヘン
戦争に敗戦し、1842 年に南京条約（香港
の割譲、上海・広州など 5港の開港、賠償
金の支払いなど）を結び、その翌年には領
事裁判権など治外法権や最恵国待遇などの
不平等条約を結ばされました。その後、ア
ロー号事件が起こりアロー戦争（第二次ア
ヘン戦争ともいう）となり、イギリス、フ
ランスによる侵略戦争に再度敗れ、1858
年に不平等な天津条約を結ばされました。
ハリスはこのような列強による侵略の脅威
を盾に取り、幕府に通商条約締結を迫りま
した。

国防力の弱い幕府としては、列強に侵略
をされたならば、ひとたまりもなく植民地
され、大変なことになると考えていました。
大老井

い い

伊直
なお

弼
すけ

は、何としてもこのような事
態だけは避けたいと思い、大英断を下し、
勅許が得られないまま 1858（安政５）年
6月、日米修好通商条約を締結しました。
この条約は、日米和親条約で開港されて

いた下田、箱館に加え神奈川・長崎・新潟・
兵庫の開港と江戸・大阪の開

かい

市
し

（公開して
商取引を行うこと）、自由貿易とすること、
開港場に居留地（外国人の居住・営業を許
可する地域のこと）を設けること、居留地
内での領事裁判権を認めること、関税は相
互に協定して決める協定関税とすることな
どが主な内容になっていました。この条約
の中で領事裁判権と協定関税は、わが国に
とって大変不平等な条項でした。
アメリカと修好通商条約を締結すると

オランダ、ロシア、イギリス、フランス
とも同様の不平等条項を含む条約を結び、
1859（安政 6）年 6月 2日（新暦 7月 1日）、
横浜、長崎、箱館の 3港を開港し交易を始
めました。
この不平等条約に悩まされた明治政府

は、条約締結以来半世紀以上の歳月をかけ
て交渉し、1899（明治 32）年に領事裁判
制度の廃止、1911（明治 44）年に自主関
税制度に漸く改正することができました。
不平等条約から開放され、諸国と対等に

なったわが国は、資本主義経済を確立し、
貿易は大きく発展していきました。
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登録コーディネーター一覧
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧（五十音順）　　　　平成２１年 8月 6日現在

（注）標記名簿は公表を了承された方のみ掲載しております。

登録番号 氏　名 所属・役職名
２０－０６７ 秋 山　 眞 和 綾の手紬染織工房主宰
２０－０５２ 旭　            利    彦 ロード・ニジュウイチ株式会社
２０－０１３ 阿 部   末 男 岩手県養蚕活性化推進協議会代表
２０－０３６ 阿 部　 雅 一 株式会社マルシバ
２１－００３ 天 野   三 吉 富士吉田織物協同組合開発部長
２１－０１１ 碇 山　 俊 光 西陣織工業組合専務理事
２０－００６ 石 田　 克 己 二十一世紀の絹を考える会世話人代表
２０－０１９ 伊 藤　 公 一 株式会社伊と幸代表取締役社長
１９－０１４ 今 村　 幸 文 碓氷製糸農業協同組合製造部長
２０－０５９ 宇 野　 浩 嗣 京丹後市商工観光部丹後の魅力綜合振興課主任
２０－０４１ 梅 田　 幸 平 有限会社幸和代表取締役
１９－０１０ 遠 田　 寿 之 松岡株式会社監査役
２０－０４８ 大 野　 章  　 勝山織物株式会社
２０－０４２ 大 嶋　 啓 子 株式会社 AWA－ S取締役
２０－０６３ 大 竹　 史 朗 有限会社大竹商店代表取締役
２１－００１ 岡 田　 心 平 株式会社あきやま常務取締役
２１－００７ 小 倉　 進 吾 株式会社小倉商店
２０－０４４ 小此木　　エツ子 多摩シルクライフ２１研究会代表
２１－００５ 小山田　  　勉 株式会社オヤマダ代表取締役社長
２０－０３７ 角    谷　     美和子 ハクビ京都きもの学院学院長
１９－００５ 筧　            文    平 全国農業協同組合連合会副審査役
２１－００４ 柏 木　  幹 弘 有限会社カシワギ代表取締役社長
２０－０３５ 片 山　 政 明 山形県養蚕産地推進員
２０－０４９ 勝 山　 健 史 勝山織物株式会社専務取締役
２０－０６４ 加 藤　 洋 次 株式会社加藤技術士事務所所長
１９－０２１ 門 倉　 重 行 門倉メリヤス株式会社代表取締役
２０－０３０ 金 井　 史 郎 東北撚糸株式会社代表取締役社長
２０－０２５ 亀 井　 修 一 株式会社伊と幸営業部
１９－０２２ 川 瀬　 久 弥 樋口株式会社工場長
２０－０４３ 河 田　 芳 宏 河芳織物有限会社代表取締役
２０－０２０ 北 　川　　 幸　 株式会社伊と幸取締役社長室長
２０－０３２ 北　 丸　     豊 豊栄繊維株式会社代表取締役社長
１９－０１９ 木　 下　　 幸太郎 株式会社マルシバ代表取締役社長
２０－００９ 草 間　 健 一 株式会社草間商会代表取締役
２０－０６６ 黒 田　 秀 樹 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１３ 小 板 橋　    広     行 碓氷製糸農業協同組合参事
２０－０６１ 小 口　 和 興 株式会社帛撰代表取締役
２１－００２ 小 林　 嘉 朗 有限会社コバヤシ代表取締役
２０－００２ 薦 田　 智 昌 ロード・ニジュウイチ株式会社代表取締役
２０－０１２ 昆 野　 和 夫 前いわい東農業協同組合養蚕農家指導担当
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧（五十音順）　　　　平成２１年 8月 6日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０４５ 境   　         京    子 多摩シルクライフ２１研究会
２０－０７４ 佐 々木　    祥    一 株式会社川島織物セルコン
２０－００１ 笹 口　 晴 美 有限会社ミラノリブ代表取締役
１９－０１２ 佐 藤　 信 行 松岡株式会社常務取締役
２０－００４ 佐 藤　 幸 香「香染」工房主宰
１９－０１１ 渋 谷　 健 治 松岡株式会社シルク事業部課長
１９－００１ 島 田   俊 弘 中央蚕糸協会顧問
１９－００６ 清 水　 重 人（財）大日本蚕糸会蚕糸科学研究所所長
２０－０４０ 清 水　 武 彦（有）シンセイ（信州繭ブランド織物振興会会長 )
１９－００８ 代 田　 丈 志（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
２０－０１８ 都　木　　裕一郎 ニッケン通商株式会社生糸販売担当責任者
１９－０１７ 高 橋　 耕 一 株式会社宮坂製糸所専務取締役
２０－０７５ 高 橋　 弘 直 大門屋店主
２０－０７１ 竹 下　 和 利 有限会社寿光織本舗取締役社長
２０－０７６ 田　 中 　　  隆　　 田中種株式会社代表取締役
２０－０６５ 田 中　 裕 司 株式会社布四季庵ヨネオリ代表取締役
１９－００７ 田 中　 幸 夫（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所副所長
２０－０１４ 俵　   　  武 司 株式会社千總友仙工場代表取締役
２１－０１０ 知    識　     勝    博 宮崎県中部農林振興局営農相談員
２０－００５ 土 井　 芳 文 絹小沢株式会社業務推進役
１９－００４ 道 鎮　 孝 雄 ( 社 ) 日本絹業協会事業部長
２１－００８ 道    明　    　三保子 文化女子大学文化ファッション研究機構客員研究員
２０－０７７ 堂      本     　 正 田中種株式会社営業部長
２１－０１２ 富      田  　    篤 株式会社富田染工芸代表取締役
２０－０５３ 内 藤　 吉 雄 元艶金興業株式会社
２０－０５８ 永 岩　 則 子 長崎絹業探究所所長
１９－００３ 中 尾　 敏 明 ( 社 ) 日本生糸問屋協会専務理事
２０－０６０ 中 尾　 浩 祥 株式会社丸万中尾取締役
２１－００６ 中　 澤 　      豊 株式会社山桜代表取締役社長
２０－０７２ 中 島　 洋 一 玉川大学非常勤講師
２０－０５７ 中　 野　  　 豊 長崎絹業探究所製作担当
２０－０３１ 中    谷　  　 比佐子 株式会社秋櫻舎代表取締役社長
２０－０１６ 西 尾　 仁 志 有限会社西尾呉服店代表取締役
２０－００３ 西 澤　 厚 男 中央蚕糸協会理事
１９－００２ 西　            文    秀 中央蚕糸協会副会長
２０－０２４ 野 中　 康 雄 株式会社伊と幸和装部次長
１９－０１５ 萩 原　 和 憲 碓氷製糸農業協同組合総務主任
１９－０１８ 服 部　 芳 和 有限会社織道楽塩野屋代表
２０－０５６ 林   　    　　太     一 昭和撚糸工業株式会社
２０－０３８ 原 田　 晶 三 アンファンテリブル代表
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登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０１５ 原 田　 尹 文 有限会社ハラダ代表取締役
２０－０２７ 東　　          宣    江 群馬県蚕糸館主宰
２０－００８ 兵 頭　 眞 通 愛媛蚕種株式会社代表取締役
２０－００７ 深 田　 祥 二 株式会社深田商店専務取締役
２０－０３９ 福　 田　　 隆 株式会社龍工房代表取締役
２０－０５０ 福 地　 圭 一 丸八生糸株式会社
１９－０２３ 福 永　 吉 穂 江一株式会社原糸事業部長
２０－０４６ 藤 井　 浩 一 藤井絞株式会社取締役部長
２０－０６９ 藤     井  　    美登利 川越むかし工房代表　
２０－０１１ 星 野　 伸 男 新増澤工業株式会社代表取締役
２０－０５５ 堀 内　 新 也 農業、地域（繭）マイスター
２０－０５１ 舞 鶴　 一 雄 株式会社西陣まいづる代表取締役社長
２０－０５４ 前 田　 勝 臣 株式会社日本クリエイティブセンター代表取締役
２０－０１０ 前     田　      進 有限会社スリーエスプランニング代表取締役
２０－０４７ 松     井　      慎一郎 加賀グンゼ株式会社代表取締役
２０－０２８ 松 澤　 清 典 松澤製糸所
２０－０３３ 松 本　 信 孝 有限会社ハック代表取締役
１９－０１６ 宮 坂　 照 彦 株式会社宮坂製糸所代表取締役
２０－０２６ 宮     沢　      巳起代 有限会社塩野屋東京事務所スタッフ
２０－０２２ 宮　            忠    光 株式会社伊と幸取締役副部長
２０－０２１ 本 橋　 伸 夫 株式会社伊と幸取締役営業本部長
２０－０７０ 藪 内　 猛 之 株式会社ヤブウチ代表取締役
２０－０７８ 藪 垣　  茂 仁 田中種株式会社仕入担当
２０－０６８ 山 口　 治 之 丹波生糸株式会社代表取締役
２０－０１７ 山 根　 敏 男 松村株式会社繊維原料部部門長
２０－０６２ 吉     川　      幸四郎 有限会社吉川商事代表取締役
２０－０７３ 渡 辺　 健 次 渡文株式会社代表取締役専務
２０－０２９ 渡 邊　 英 夫 橋本レース株式会社
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№ 企業名 同左代表者名
1 株式会社  千總 代表取締役 西村　總左衛門
2 株式会社  織匠田歌 代表取締役 曽根　武勇
3 有限会社  ミラノリブ 代表取締役 笹口　晴美
4 株式会社  丸上 代表取締役社長 上達　征次
5 株式会社  坂本屋 代表取締役 飯塚　久二
6 有限会社  平原 代表取締役 平原　隆志
7 株式会社  信盛堂 代表取締役 神部　健一
8 株式会社  きのもアイ 代表取締役 吉澤　政敏
9 株式会社  上庵 代表取締役 川内　俊秀
10 有限会社  樹 代表取締役 須藤　勲
11 株式会社  銀座もとじ 代表取締役 泉二　弘明
12 河瀬満織物  株式会社 代表取締役社長 河瀬　仁志
13 有限会社  織匠小平 代表取締役社長 小平　真滋郎
14 門倉メリヤス  株式会社　 代表取締役 門倉　重行
15 株式会社  結華 代表取締役 橋本　順一
16 株式会社  絹回廊 代表取締役 糸井　敬之
17 有限会社  琴路屋 代表取締役 北山　充伯
18 有限会社  大善屋呉服店 代表取締役 畑　　恒夫
19 丸善本店 櫛田　幸造
20 呉服のささき 佐々木　孝一
21 日本蚕糸絹業開発協同組合（絹小沢  株式会社） 代表理事 小林　幸夫
22 宮階織物  株式会社 代表取締役社長 宮階　有二
23 ２１世紀の絹を考える会 代表世話人 石田　克己
24 碓氷製糸農業協同組合 代表理事組合長 髙村　育也
25 丸幸織物  有限会社 代表取締役 谷口　惣一郎
26 織匠　万勝 前田　章
27 有限会社  織道楽塩野屋 代表取締役 服部　芳和
28 株式会社  丸万中尾 代表取締役社長 中尾　禧夫
29 株式会社  むらかね 代表取締役 村井　謙一
30 株式会社  高島屋 代表取締役 鈴木　弘治
31 株式会社  さが美 代表取締役社長 小野山　晴夫
32 有限会社  まるけい 代表取締役 高井　友樹
33 有限会社  特選呉服専門店後藤 代表取締役 後藤　義昭
34 株式会社  小いけ 代表取締役 小池　泰弘
35 株式会社  伊と幸 代表取締役社長 伊藤　公一
36 株式会社  四季のきものおおにし 代表取締役 大西　嘉夫
37 株式会社  和幸 代表取締役 高澤　みゆき
38 株式会社  桝屋高尾 代表取締役 高尾　　弘
39 株式会社  つるや 代表取締役 金子　憲二
40 株式会社  越後屋 代表取締役 越永　高士
41 株式会社  小倉商店 代表取締役 小倉　敏行
42 柳染織工房 柳　　　崇
43 染織家 児玉　京子
44 草木染工房山村 山村　多栄子
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№ 企業名 同左代表者名
45 手織り　よおん 長嶺　亨子
46 祝嶺染織研究所 祝嶺　恭子
47 株式会社  龍工房 代表取締役 福田　隆
48 からん工房 深石　美穂
49 たわた工房 多和田　淑子
50 山音  株式会社 代表取締役社長 山田　純司
51 やまと  株式会社 代表取締役 村田　市太郎
52 株式会社  御薗織物 代表取締役 加藤　賢一
53 桜井  株式会社 代表取締役 桜井　実
54 有栖川織物  有限会社 代表取締役 澤井　正弘
55 太田和  株式会社 代表取締役 太田　馨
56 株式会社  岩田 代表取締役 村田　知之
57 有限会社  神原呉服店 代表取締役 神原　和久
58 浅山織物  株式会社 代表取締役 浅山　寿栄男
59 株式会社  やまと 代表取締役 矢嶋　孝敏
60 田中種株  式会社 代表取締役社長 田中　隆
61 株式会社  京扇 代表取締役 鈴木　康裕
62 株式会社  なごみや 代表取締役 松本　成央
63 丸池藤井  株式会社 代表取締役 藤井　博夫
64 久保商事  株式会社 代表取締役 久保　義昭
65 加賀グンゼ　株式会社 代表取締役 松井　慎一郎
66 千切屋　株式会社 代表取締役 熊谷　喜治
67 荒川  株式会社 代表取締役 荒川　慶一
68 第一衣料  株式会社 代表取締役 金子　守隆
69 株式会社  紅輪 代表取締役 丸山　実
70 装いの道  株式会社 代表取締役 山中　英靖
71 株式会社  髙橋屋 代表取締役 髙橋市郎兵衛
72 おお又  株式会社 代表取締役 大又　義弘
73 株式会社  天野屋呉服店 代表取締役 天野　晃作
74 株式会社  きもの潮見 代表取締役社長 潮見　憲一
75 株式会社  とみひろ 代表取締役 冨田　浩志
76 株式会社  細安 代表取締役 小林　愼二
77 京和きもの  株式会社 代表取締役 高橋　忠臣
78 株式会社  まるため 代表取締役 小池　正司
79 株式会社  小川屋 代表取締役 荒木　　俊
80 株式会社  エムラ 代表取締役 江村　栄治
81 株式会社  荒井呉服店 代表取締役 荒井　芳枝
82 株式会社  牛島屋 代表取締役社長 武内　保衛
83 株式会社  谷呉服店 代表取締役社長 谷　　重臣
84 株式会社  登美屋 代表取締役社長 髙橋　祥元
85 株式会社  川平屋 代表取締役 伊藤　正人
86 丸専第一衣料株式会社 取締役社長 永澤　日佐夫
87 株式会社  大丸 代表取締役社長 山本　良一
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蚕糸関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

蚕糸・織物関連の展示を目的としている施設
ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310
米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 87 0238-22-1325
かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13 －１ 024-565-4889
群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300
前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875
織物参考館 “紫”（ゆかり） 376-0034 群馬県桐生市東 4丁目 2番 24 号 0277-45-3111
片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2丁目 135 番地 048-522-4316
きもの芸術館（（財）日本きもの文化協会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286
東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16 042-388-7163
文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3-22-7 03-3299-2387
絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989-2 0426-76-4064
シルク博物館 231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841
絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800
岡谷蚕糸博物館 394-0028 長野県岡谷市本町 4丁目 1番 39 号 0266-22-5854
浦野染織資料博物館 393-0066 長野県諏訪郡下諏訪町曙町 5350 0266-27-8503
常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1-10-3 笠原工業（株）内 0268-22-1230
駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381
キナーレきもの歴史館 948-0003 新潟県十日町市本町 6十日町ステージ越後妻有交流館内 0257-52-0117
まゆの資料館 410-3612 静岡県賀茂郡松崎町宮内 263-2 0558-42-3912
川島織物セルコン、織物文化館 601-1123 京都府京都市左京区静市市原町 265 075-741-4120
西陣織会館 602-8216 京都府京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231
織成館 602-8482 京都府京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020
グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050
上垣守国養蚕記念館 667-0311 兵庫県養父市大屋町大家市場 117 0796-69-1580
西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8号 177 番地１ 0894-72-3710
蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町甲 1577 番地 0889-26-1002
展示の一部に蚕糸・織物関連がある施設
三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204-1 059-293-0010
佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111
大間々町歴史民族館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123
羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561
豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619-1 055-269-3399
日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196-1 0263-47-4515
長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000
須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2丁目 4番 1号臥竜公園内 026-245-0407
上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564-1 0268-42-2158
海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531
美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299-1 0574-28-1110
その他関連施設
原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 16 0238-22-8141
夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025-2 0238-47-5800
松ヶ丘開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ丘 29 0235-62-3985
結城紬関連施設（結城市伝統工芸館） 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018-1 0296-32-7949
たくみの里木織の家「橡」（つるばみ） 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308
調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3-26-2 0424-81-7656
相模田名民家資料館 229-1124 神奈川県相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118
安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618-4 0263-83-3835
上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3番 3号（上田城跡公園内） 0268-22-1274
塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227-1 0257-82-4888
手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1-8-25 0258-83-4800
白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859
手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131
織元田勇（田勇機業株式会社） 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 0772-72-0307
まゆ村 616-8384 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564
シルク染め織り館 699-5216 島根県鹿足郡津和野町池村 1997-4 0856-74-0784
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蚕糸関係団体ホームページ一覧
平成21年８月 17 日現在

【行　政】
農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp/

【蚕糸絹業関係団体】
（財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（社）日本絹業協会（ｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾙｸｾﾝﾀ -） http://www.silk-center.or.jp
（社）日本生糸問屋協会 http://homepage1.nifty.com/nittonkyo/
（財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp/
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp/
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp/
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp/
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp/
京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html

（財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougei.or.jp/
東京穀物商品取引所 http://www.tge.or.jp/japanese/index.shtml

【大学・試験研究機関】
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan/
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei/
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp/
（国）京都工芸繊維大学 http://www.kit.ac.jp/
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp/
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）北海道大学応用分子生物学講座 http://www.hokudai.ac.jp/agricu/organization/bunya/l_in_bunshi_seibuts.html
（国）九州大学大学院遺伝育種学講座蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/agpm/sangaku/
（国）九州大学大学院遺伝子資源工学専攻 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/grt/igr/new_lab/index.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース http://www.news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department/bio/biofunc/index.html
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（独）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html
群馬県蚕糸技術センター   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞蚕糸技術センター）
　 http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=50545
群馬県繊維工業試験場   （群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞繊維工業試験場）
　http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=59241
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.silk.pref.kyoto.jp/index-sub.html
京都市産業技術研究所繊維技術センター http://www.ktri.city.kyoto.jp/mainpage/sikenjo.html

【学　会】
日本シルク学会 http://www.silk.or.jp/ssstj/
日本蚕糸学会 http://wwwsoc.nii.ac.jp./jsss2/

【博物館】
（財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp/
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp/
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum/index.html
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���� ����� ������ �� ������ ������ ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ ����� ������ ������ ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ ������ ������ ������ ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ ����� ������ ����� ������ ��� ������ �����

���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����

���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����

����
���������

���� ����� ������ �� ������ ������ ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ ����� ������ ������ ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ ������ ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� ����� ������ �� ������ ����� ������ ��� ������ �����
���� � � ��� ��� �� ����� ����� ����� �� ����� ���

� ��� ����� �� ����� ����� ����� �� ����� ���
� ��� ����� �� ����� ����� ����� ��� ����� ���
� ��� ����� �� ����� ����� ����� �� ����� ���
� ��� ����� �� ����� ����� ����� �� ��� ���
� ��� ����� �� ����� ����� ����� �� ��� ���
�� ��� ����� �� ����� ����� ����� �� ��� ���
�� ��� ��� �� ��� ����� ����� �� ��� ���
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�

� ������������������

� � ����������������������������������������������������

�1���� State of Market 
� � 6 ����������������� 2,306 ������������

7 ����������������� 2,306 ������������

�2�������� Monthly Prices of Futures Contracts Traded 
������

�� �� �� ��� �� ��� ��

6 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
7 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
8.�� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
9 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

10 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
11 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

6 ��

12 �� 2,306 2,306 �26� 2,306 �26� 2,306

�� �� �� ��� �� ��� ��

7 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
8.�� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
9 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

10 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
11 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306
12 �� 2,306 2,306 �1� 2,306 �1� 2,306

7 ��

1 �� 2,306 2,306 �29� 2,306 �29� 2,306

�3���������������� Total Trading Volume and Daily Average Volume 
�����60 �

����� ����

6 �� 263 12
7 �� 263 12
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�4����� Delivery
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �����300 �

��� ���� �

6 �� 0 0 0
7 �� 0 0 0

�� ��������� Standard Price of Raw Silk 
������

����� Tokyo Market 
�� High �� Low �� Average 

�� 21 � 6 � 2,310 2,310 2,310
7 � 2,310 2,310 2,310

��������������� ������������������������������������������

�

�� ���������� � �����������������������������������������

������

��� � � ����� � � � � � � � ���� � � � � � � � ���� � � � � � � � ����
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区分

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

山 西 Shanxi 0.82 1.10 135 3,913 5,602 143        196 175 89         

上 海 Shanghai 0.03 - - 408            - - - - -

江 蘇 Jiangsu 9.08 8.98 99 100,539 117,800 117        18,580 20,186 109        

浙 江 Zhejiang 7.04 7.40 105 74,838 85,122 114        20,530 19,051 93         

安 徽 Anhui 4.67 5.47 117 33,900 37,596 111        3,890 4,038 104        

江 西 Jiangxi 1.63 1.90 116 10,577 12,110 114        1,650 1,676 102        

山 東 Shandong 5.00 5.00 100 36,845 39,700 108        6,800 6,253 92         

河 南 Henan 2.20 2.73 124 8,600 13,390 156        300 318 106        

湖 北 Hubei 2.53 2.79 110 13,583 15,706 116        650 536 83         

湖 南 Hunan 0.61 0.69 112 3,663 4,100 112        45 50 111        

広 東 Guangdong 2.53 5.33 211 34,300 68,750 200        1,100 1,138 103        

広 西 Guangxi 9.40 12.00 128 148,460 185,000 125        6,600 8,020 122        

重 慶 Chongqing 7.93 7.93 100 31,000 23,828 77         6,500 6,490 100        

四 川 Sichuan 10.67 10.67 100 77,500 77,800 100        17,510 21,914 125        

貴 州 Guizhou 0.58 0.63 108 1,199 1,254 105        - - -

雲 南 Yunnan 5.27 6.25 119 20,095 31,477 157        1,550 1,335 86         

陝 西 Shaanxi 4.80 5.00 104 20,272 18,498 91         1,775 1,657 93         

甘 粛 Gansu 0.62 0.65 104 537 613 114        - - -

寧 夏 Ningxia 0.28 0.33 120 413 475 115        30 59 197        

新 彊 Xinjiang 0.50 0.73 145 819 895 109        55 - -

内 蒙 古 Inner Mong - - - - - - - 208 -

合 計 Total 76.20 85.57 112 621,461 739,715 119        87,761 93,105 106        

2005 2006
前年比
2006/05

702 710 101

資料：中国絲綢協会資料による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

Source: China Silk Association

Note: Total may not add up due to round off.

製糸工場数（件）
Number of Filatures

（３）中国省別桑園面積・家蚕繭生産量・生糸生産量・製糸工場数
Mulberry Farm Area, Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production,

桑園面積
Mulberry Farm Area

（10,000ha、％)

家蚕繭生産量
Domesticated Cocoon Production

(トン、％）(MT, %)
省
Province

生糸生産量
Raw silk Production

(トン、％）(MT, %)
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区分 2003年実績 2004年実績 2005年実績 2006年実績
2007年実績 2008年予測

forecast
08/07(%)

生糸 内需 90 106 118 72 84 89

Raw Silk
Domestic
Demand

(1,503) (1,770) (1,971) (1,202) (1,403) (1,486)

輸出 1,057 837 676 782 876 847

Export (17,652) (13,978) (11,289) (13,059) (14,629) (14,145)

計 1,147 943 794 854 960 936

Total (19,155) (15,748) (13,260) (14,262) (16,032) (15,631)

絹撚糸 内需 77 71 92 74 78 88

Twisted
Silk Yarn

Domestic
Demand

(1,286) (1,186) (1,536) (1,236) (1,303) (1,470)

輸出 431 516 454 392 274 276

Export (7,198) (8,617) (7,582) (6,546) (4,576) (4,609)

計 508 587 546 466 352 364

Total (8,484) (9,803) (9,118) (7,782) (5,878) (6,079)

糸類計 内需 167 177 210 146 162 177

Total
Domestic
Demand

(2,789) (2,956) (3,507) (2,438) (2,705) (2,956)

輸出 1,488 1,353 1,130 1,174 1,150 1,123

Export (24,850) (22,595) (18,871) (19,606) (19,205) (18,754)

計① 1,655 1,530 1,340 1,320 1,312 1,300

Total① (27,639) (25,551) (22,378) (22,044) (21,910) (21,710)

副蚕糸
内需

Domestic
Demand

264 123 43 84 72 64 88.9 

Secondary
Silk Yarn

輸出
Export

217 386 295 241 256 253  98.8 

計②
Total②

481 509 338 325 328 317  96.6

②／① 29.1 33.3 25.2 24.6 25.0 24.4 

資料：ブラジル製糸協会

注：俵換算は、合計で一致しない場合がある。
Source: ABRASSEDA
Note: Bale value may not add up.

(７)ブラジル生糸、絹撚糸及び副蚕糸の内需・輸出別販売状況
Domestic Demand and Exports of Raw Silk, Twisted Silk Yarn, and Secondary Silk
Yarn in Brazil

単位：ﾄﾝ, ()内は60kg俵
Unit: ton, Figures in Parenthesis: Bales of 60kg
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